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(57)【要約】
【課題】テレビジョン受像機の表示画面に表示される主
映像に影響を与えることなく、各視聴者に対して所望の
情報を個別に提供する。
【解決手段】テレビジョン受像機１と携帯端末２とが所
定の第１通信ネットワークＮ１を介して接続されたテレ
ビジョンシステム１００であって、テレビジョン受像機
は、少なくとも一のチャンネルに対応する番組コンテン
ツと番組情報とを含む放送信号を受信するチューナと、
当該放送信号に基づいて、視聴用に選択された一の番組
コンテンツを表示する表示部と、放送信号に含まれる番
組情報のうち、表示部に表示されている番組コンテンツ
の番組関連情報を所定の第１通信ネットワークを介して
携帯端末に送信する通信制御部とを備える。携帯端末は
、テレビジョン受像機から送信された番組関連情報を受
信する第１通信制御部と、当該番組関連情報を表示する
表示部とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テレビジョン受像機と携帯端末とが所定の第１通信ネットワークを介して接続されたテ
レビジョンシステムであって、
　前記テレビジョン受像機は、
　少なくとも一のチャンネルに対応する番組コンテンツと当該番組コンテンツの番組情報
とを含む放送信号を受信する受像機側受信手段と、
　この受像機側受信手段により受信された放送信号に基づいて、視聴用に選択された一の
番組コンテンツを表示する第１表示手段と、
　前記受像機側受信手段により受信された放送信号に含まれる番組情報のうち、前記第１
表示手段に表示されている前記番組コンテンツに関連する番組関連情報を前記所定の第１
通信ネットワークを介して前記携帯端末に送信する送信手段と、を備え、
　前記携帯端末は、
　前記送信手段から送信された前記番組関連情報を受信する端末側受信手段と、
　この端末側受信手段により受信された前記番組関連情報を表示する第２表示手段と、を
備えることを特徴とするテレビジョンシステム。
【請求項２】
　前記第１表示手段は、更に、前記視聴用に選択された一の番組コンテンツに関連する番
組関連情報を表示可能に構成されるとともに、前記視聴用に選択された一の番組コンテン
ツの表示中に、当該番組コンテンツに関連する番組関連情報の表示を禁止可能であり、
　前記送信手段は、前記第１表示手段により表示中の番組コンテンツに関連する番組関連
情報の表示が禁止されている場合であっても、当該番組関連情報を前記所定の第１通信ネ
ットワークを介して前記携帯端末に送信し、
　前記第２表示手段は、前記第１表示手段により表示中の番組コンテンツに関連する番組
関連情報の表示が禁止されている場合であっても、前記端末側受信手段により受信された
前記番組関連情報を表示可能であることを特徴とする請求項１に記載のテレビジョンシス
テム。
【請求項３】
　前記第１表示手段は、前記視聴用に選択された一の番組コンテンツの表示中に、当該番
組コンテンツに関連する番組関連情報の表示の有無を任意に切り換え可能であることを特
徴とする請求項２に記載のテレビジョンシステム。
【請求項４】
　前記第２表示手段は、前記端末側受信手段により受信された前記番組関連情報の表示の
有無を任意に切り換え可能であることを特徴とする請求項２又は３に記載のテレビジョン
システム。
【請求項５】
　前記送信手段は、
　前記第１表示手段に表示されている前記番組コンテンツに対応するチャンネルが切り換
えられる毎か、或いは、前記番組コンテンツが変更される毎か、或いは、所定時間が経過
する毎か、或いは、前記携帯端末側からの送信要求がある毎に、前記番組関連情報を前記
携帯端末に送信することを特徴とする請求項１～４の何れか一項に記載のテレビジョンシ
ステム。
【請求項６】
　前記テレビジョン受像機は、複数のチャンネルの中から少なくとも１つのチャンネルを
選択する選択手段を更に備え、
　前記第１表示手段は、前記選択手段により選択されたチャンネルに対応して前記受像機
側受信手段により受信された番組コンテンツを表示し、
　前記送信手段は、前記選択手段によりチャンネルが切り換えられる毎に、前記第１表示
手段に新たに表示される番組コンテンツに関連する番組関連情報を前記携帯端末に送信す
ることを特徴とする請求項５に記載のテレビジョンシステム。
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【請求項７】
　前記テレビジョン受像機は、複数の前記携帯端末と前記所定の第１通信ネットワークを
介して接続され、
　前記送信手段は、
　前記複数の携帯端末の全てに前記番組関連情報を送信し、
　前記複数の携帯端末の各々の前記第２表示手段は、ユーザによる所定操作に基づいて、
それぞれの前記端末側受信手段により受信された前記番組関連情報を表示させるか否かを
個別に切り替えることを特徴とする請求項１～６の何れか一項に記載のテレビジョンシス
テム。
【請求項８】
　前記携帯端末は、複数の前記テレビジョン受像機と前記所定の第１通信ネットワークを
介して接続され、
　ユーザによる所定操作に基づいて、前記複数のテレビジョン受像機の中から前記番組関
連情報を前記端末側受信手段により受信する一のテレビジョン受像機を指定する指定手段
を更に備えることを特徴とする請求項１～７の何れか一項に記載のテレビジョンシステム
。
【請求項９】
　前記所定の第１通信ネットワークは、無線により通信可能な距離が所定距離に制限され
た近距離無線通信であり、
　前記携帯端末と通信可能な距離が前記所定距離に制限されていない所定の第２通信ネッ
トワークを介して接続されたサーバを備え、
　前記サーバは、
　前記番組コンテンツに係るコンテンツ情報を記憶する記憶手段を有し、
　前記携帯端末は、
　前記端末側受信手段により受信された前記番組関連情報に基づいて、前記第１表示手段
に表示されている前記番組コンテンツに係るコンテンツ情報を前記サーバの前記記憶手段
から取得する第１取得手段を更に備え、
　前記第２表示手段は、更に、
　前記第１取得手段により取得された前記コンテンツ情報を表示することを特徴とする請
求項１～８の何れか一項に記載のテレビジョンシステム。
【請求項１０】
　前記番組関連情報は、前記コンテンツ情報を指示する指示情報を含み、
　前記記憶手段は、前記コンテンツ情報と前記指示情報とを対応付けて記憶し、
　前記第１取得手段は、
　前記端末側受信手段により受信された前記番組関連情報に含まれる前記指示情報に基づ
いて、前記第１表示手段に表示されている前記番組コンテンツに係るコンテンツ情報を前
記サーバの前記記憶手段から取得することを特徴とする請求項９に記載のテレビジョンシ
ステム。
【請求項１１】
　前記記憶手段は、複数の番組コンテンツの各々に対応させて前記コンテンツ情報を複数
記憶し、
　前記第１取得手段は、
　前記端末側受信手段により受信された前記番組関連情報に含まれる前記指示情報に基づ
いて、前記複数のコンテンツ情報のうち、前記第１表示手段に表示されている前記番組コ
ンテンツに係るコンテンツ情報を前記記憶手段から取得することを特徴とする請求項１０
に記載のテレビジョンシステム。
【請求項１２】
　前記番組関連情報は、前記コンテンツ情報を指示する指示情報を含み、
　前記記憶手段は、前記コンテンツ情報の所定の第３通信ネットワークにおける当該コン
テンツ情報を格納する場所を示すアドレス情報と前記指示情報とを対応付けて記憶し、
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　前記第１取得手段は、
　前記端末側受信手段により受信された前記番組関連情報に含まれる前記指示情報に基づ
いて、前記第１表示手段に表示されている前記番組コンテンツに係るコンテンツ情報の前
記アドレス情報を前記サーバの前記記憶手段から取得し、
　前記携帯端末は、更に、
　前記第１取得手段により取得された前記アドレス情報に基づいて、前記所定の第３通信
ネットワークにアクセスして前記コンテンツ情報を取得する第２取得手段を備えることを
特徴とする請求項９に記載のテレビジョンシステム。
【請求項１３】
　携帯端末と所定の第１通信ネットワークを介して接続されたテレビジョン受像機であっ
て、
　少なくとも一のチャンネルに対応する番組コンテンツと当該番組コンテンツの番組情報
とを含む放送信号を受信する受信手段と、
　この受信手段により受信された放送信号に基づいて、視聴用に選択された一の番組コン
テンツ及び当該一の番組コンテンツに関連する番組関連情報を表示可能に構成された表示
手段と、
　前記受信手段により受信された放送信号に含まれる番組情報のうち、前記表示手段に表
示されている前記番組コンテンツに関連する番組関連情報を、前記携帯端末から表示させ
るために当該携帯端末に対して前記所定の第１通信ネットワークを介して送信する送信手
段と、を備え、
　前記表示手段は、前記視聴用に選択された一の番組コンテンツの表示中に、当該番組コ
ンテンツに関連する番組関連情報の表示を禁止可能であり、
　前記送信手段は、前記表示手段に表示中の番組コンテンツに関連する番組関連情報の表
示が禁止されている場合であっても、当該番組関連情報を前記所定の第１通信ネットワー
クを介して前記携帯端末に送信することを特徴とするテレビジョン受像機。
【請求項１４】
　前記表示手段は、前記視聴用に選択された一の番組コンテンツの表示中に、当該番組コ
ンテンツに関連する番組関連情報の表示の有無を任意に切り換え可能であることを特徴と
する請求項１３に記載のテレビジョン受像機。
【請求項１５】
　前記送信手段は、
　前記表示手段に表示されている前記番組コンテンツに対応するチャンネルが切り換えら
れる毎か、或いは、前記番組コンテンツが変更される毎か、或いは、所定時間が経過する
毎か、或いは、前記携帯端末側からの送信要求がある毎に、前記番組関連情報を前記携帯
端末に送信することを特徴とする請求項１３又は１４に記載のテレビジョン受像機。
【請求項１６】
　複数のチャンネルの中から少なくとも１つのチャンネルを選択する選択手段を更に備え
、
　前記表示手段は、前記選択手段により選択されたチャンネルに対応して前記受信手段に
より受信された番組コンテンツを表示し、
　前記送信手段は、前記選択手段によりチャンネルが切り換えられる毎に、前記表示手段
に新たに表示される番組コンテンツに関連する番組関連情報を前記携帯端末に送信するこ
とを特徴とする請求項１５に記載のテレビジョン受像機。
【請求項１７】
　複数の前記携帯端末と前記所定の第１通信ネットワークを介して接続され、
　前記送信手段は、
　前記複数の携帯端末の全てに前記番組関連情報を送信することを特徴とする請求項１３
～１６の何れか一項に記載のテレビジョン受像機。
【請求項１８】
　少なくとも一のチャンネルに対応する番組コンテンツと当該番組コンテンツの番組情報
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とを含む放送信号を受信し、当該放送信号に基づいて、視聴用に選択された一の番組コン
テンツを表示するテレビジョン受像機と、所定の第１通信ネットワークを介して接続され
た携帯端末であって、
　前記テレビジョン受像機から前記所定の第１通信ネットワークを介して送信され、前記
放送信号に含まれる番組情報のうち、当該テレビジョン受像機に表示されている前記番組
コンテンツに関連する番組関連情報を受信する受信手段と、
　この受信手段により受信された前記番組関連情報を表示する表示手段と、を備え、
　前記表示手段は、前記テレビジョン受像機による前記番組コンテンツに関連する番組関
連情報の表示が禁止されている場合であっても、前記受信手段により受信された前記番組
関連情報を表示可能であることを特徴とする携帯端末。
【請求項１９】
　前記表示手段は、前記受信手段により受信された前記番組関連情報の表示の有無を任意
に切り換え可能であることを特徴とする請求項１８に記載の携帯端末。
【請求項２０】
　複数の前記テレビジョン受像機と前記所定の第１通信ネットワークを介して接続され、
　ユーザによる所定操作に基づいて、前記複数のテレビジョン受像機の中から前記番組関
連情報を前記受信手段により受信する一のテレビジョン受像機を指定する指定手段を更に
備えることを特徴とする請求項１８又は１９に記載の携帯端末。
【請求項２１】
　所定の第２通信ネットワークを介して、前記番組コンテンツに係るコンテンツ情報を記
憶する記憶手段を有するサーバと接続され、
　前記受信手段により受信された前記番組関連情報に基づいて、前記テレビジョン受像機
に表示されている前記番組コンテンツに係るコンテンツ情報を前記サーバの前記記憶手段
から取得する取得手段を更に備え、
　前記表示手段は、更に、
　前記取得手段により取得された前記コンテンツ情報を表示することを特徴とする請求項
１８～２０の何れか一項に記載の携帯端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テレビジョン受像機と携帯端末とが所定の通信ネットワークを介して接続さ
れたテレビジョンシステム、及び、当該テレビジョンシステムを構成するテレビジョン受
像機及び携帯端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、テレビジョン受像機と携帯端末とが相互に通信可能に構成されたテレビジョンシ
ステムが知られている（例えば、特許文献１参照。）。
　このシステムにあっては、携帯端末からテレビジョン受像機に対して番組情報の送信要
求を行うと、テレビジョン受像機は、予め受信されて記憶されている番組情報を携帯端末
に送信する。携帯端末は、当該携帯端末にてユーザにより視聴されている番組が番組情報
の中に含まれているか否かを確認し、当該番組が含まれている場合には、テレビジョン受
像機に対して当該番組への切り換え指示を送信する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２７１１９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に係る技術では、単に携帯端末をテレビジョン受像機の
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リモコン代わりに利用しているに過ぎず、番組情報をテレビジョン受像機に表示する場合
には、依然としてテレビジョン受像機の表示画面の一部分や主映像に重畳されて表示され
てしまう。
　また、テレビジョン受像機を視聴する者が複数いる場合にも、各視聴者の所望する情報
を個別に提供することができなかった。
【０００５】
　そこで、本発明の課題は、テレビジョン受像機の表示画面に表示される主映像に影響を
与えることなく、各視聴者に対して所望の情報を個別に提供することができるテレビジョ
ンシステム、テレビジョン受像機及び携帯端末を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、
　テレビジョン受像機と携帯端末とが所定の第１通信ネットワークを介して接続されたテ
レビジョンシステムであって、前記テレビジョン受像機は、少なくとも一のチャンネルに
対応する番組コンテンツと当該番組コンテンツの番組情報とを含む放送信号を受信する受
像機側受信手段と、この受像機側受信手段により受信された放送信号に基づいて、視聴用
に選択された一の番組コンテンツを表示する第１表示手段と、前記受像機側受信手段によ
り受信された放送信号に含まれる番組情報のうち、前記第１表示手段に表示されている前
記番組コンテンツに関連する番組関連情報を前記所定の第１通信ネットワークを介して前
記携帯端末に送信する送信手段と、を備え、前記携帯端末は、前記送信手段から送信され
た前記番組関連情報を受信する端末側受信手段と、この端末側受信手段により受信された
前記番組関連情報を表示する第２表示手段と、を備えることを特徴としている。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のテレビジョンシステムにおいて、
　前記第１表示手段は、更に、前記視聴用に選択された一の番組コンテンツに関連する番
組関連情報を表示可能に構成されるとともに、前記視聴用に選択された一の番組コンテン
ツの表示中に、当該番組コンテンツに関連する番組関連情報の表示を禁止可能であり、
　前記送信手段は、前記第１表示手段により表示中の番組コンテンツに関連する番組関連
情報の表示が禁止されている場合であっても、当該番組関連情報を前記所定の第１通信ネ
ットワークを介して前記携帯端末に送信し、前記第２表示手段は、前記第１表示手段によ
り表示中の番組コンテンツに関連する番組関連情報の表示が禁止されている場合であって
も、前記端末側受信手段により受信された前記番組関連情報を表示可能であることを特徴
とすることを特徴としている。
【０００８】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載のテレビジョンシステムにおいて、
　前記第１表示手段は、前記視聴用に選択された一の番組コンテンツの表示中に、当該番
組コンテンツに関連する番組関連情報の表示の有無を任意に切り換え可能であることを特
徴としている。
【０００９】
　請求項４に記載の発明は、請求項２又は３に記載のテレビジョンシステムにおいて、
　前記第２表示手段は、前記端末側受信手段により受信された前記番組関連情報の表示の
有無を任意に切り換え可能であることを特徴としている。
【００１０】
　請求項５に記載の発明は、請求項１～４の何れか一項に記載のテレビジョンシステムに
おいて、
　前記送信手段は、前記第１表示手段に表示されている前記番組コンテンツに対応するチ
ャンネルが切り換えられる毎か、或いは、前記番組コンテンツが変更される毎か、或いは
、所定時間が経過する毎か、或いは、前記携帯端末側からの送信要求がある毎に、前記番
組関連情報を前記携帯端末に送信することを特徴としている。
【００１１】
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　請求項６に記載の発明は、請求項５に記載のテレビジョンシステムにおいて、
　前記テレビジョン受像機は、複数のチャンネルの中から少なくとも１つのチャンネルを
選択する選択手段を更に備え、
　前記第１表示手段は、前記選択手段により選択されたチャンネルに対応して前記受像機
側受信手段により受信された番組コンテンツを表示し、
　前記送信手段は、前記選択手段によりチャンネルが切り換えられる毎に、前記第１表示
手段に新たに表示される番組コンテンツに関連する番組関連情報を前記携帯端末に送信す
ることを特徴としている。
【００１２】
　請求項７に記載の発明は、請求項１～６の何れか一項に記載のテレビジョンシステムに
おいて、
　前記テレビジョン受像機は、複数の前記携帯端末と前記所定の第１通信ネットワークを
介して接続され、前記送信手段は、前記複数の携帯端末の全てに前記番組関連情報を送信
し、前記複数の携帯端末の各々の前記第２表示手段は、ユーザによる所定操作に基づいて
、それぞれの前記端末側受信手段により受信された前記番組関連情報を表示させるか否か
を個別に切り替えることを特徴としている。
【００１３】
　請求項８に記載の発明は、請求項１～７の何れか一項に記載のテレビジョンシステムに
おいて、
　前記携帯端末は、複数の前記テレビジョン受像機と前記所定の第１通信ネットワークを
介して接続され、ユーザによる所定操作に基づいて、前記複数のテレビジョン受像機の中
から前記番組関連情報を前記端末側受信手段により受信する一のテレビジョン受像機を指
定する指定手段を更に備えることを特徴としている。
【００１４】
　請求項９に記載の発明は、請求項１～８の何れか一項に記載のテレビジョンシステムに
おいて、
　前記所定の第１通信ネットワークは、無線により通信可能な距離が所定距離に制限され
た近距離無線通信であり、前記携帯端末と通信可能な距離が前記所定距離に制限されてい
ない所定の第２通信ネットワークを介して接続されたサーバを備え、前記サーバは、前記
番組コンテンツに係るコンテンツ情報を記憶する記憶手段を有し、前記携帯端末は、前記
端末側受信手段により受信された前記番組関連情報に基づいて、前記第１表示手段に表示
されている前記番組コンテンツに係るコンテンツ情報を前記サーバの前記記憶手段から取
得する第１取得手段を更に備え、前記第２表示手段は、更に、前記第１取得手段により取
得された前記コンテンツ情報を表示することを特徴としている。
【００１５】
　請求項１０に記載の発明は、請求項９に記載のテレビジョンシステムにおいて、
　前記番組関連情報は、前記コンテンツ情報を指示する指示情報を含み、前記記憶手段は
、前記コンテンツ情報と前記指示情報とを対応付けて記憶し、前記第１取得手段は、前記
端末側受信手段により受信された前記番組関連情報に含まれる前記指示情報に基づいて、
前記第１表示手段に表示されている前記番組コンテンツに係るコンテンツ情報を前記サー
バの前記記憶手段から取得することを特徴としている。
【００１６】
　請求項１１に記載の発明は、請求項１０に記載のテレビジョンシステムにおいて、
　前記記憶手段は、複数の番組コンテンツの各々に対応させて前記コンテンツ情報を複数
記憶し、前記第１取得手段は、前記端末側受信手段により受信された前記番組関連情報に
含まれる前記指示情報に基づいて、前記複数のコンテンツ情報のうち、前記第１表示手段
に表示されている前記番組コンテンツに係るコンテンツ情報を前記記憶手段から取得する
ことを特徴としている。
【００１７】
　請求項１２に記載の発明は、請求項９に記載のテレビジョンシステムにおいて、
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　前記番組関連情報は、前記コンテンツ情報を指示する指示情報を含み、前記記憶手段は
、前記コンテンツ情報の所定の第３通信ネットワークにおける当該コンテンツ情報を格納
する場所を示すアドレス情報と前記指示情報とを対応付けて記憶し、前記第１取得手段は
、前記端末側受信手段により受信された前記番組関連情報に含まれる前記指示情報に基づ
いて、前記第１表示手段に表示されている前記番組コンテンツに係るコンテンツ情報の前
記アドレス情報を前記サーバの前記記憶手段から取得し、前記携帯端末は、更に、前記第
１取得手段により取得された前記アドレス情報に基づいて、前記所定の第３通信ネットワ
ークにアクセスして前記コンテンツ情報を取得する第２取得手段を備えることを特徴とし
ている。
【００１８】
　請求項１３に記載の発明は、
　携帯端末と所定の第１通信ネットワークを介して接続されたテレビジョン受像機であっ
て、少なくとも一のチャンネルに対応する番組コンテンツと当該番組コンテンツの番組情
報とを含む放送信号を受信する受信手段と、この受信手段により受信された放送信号に基
づいて、視聴用に選択された一の番組コンテンツ及び当該一の番組コンテンツに関連する
番組関連情報を表示可能に構成された表示手段と、前記受信手段により受信された放送信
号に含まれる番組情報のうち、前記表示手段に表示されている前記番組コンテンツに関連
する番組関連情報を、前記携帯端末から表示させるために当該携帯端末に対して前記所定
の第１通信ネットワークを介して送信する送信手段と、を備え、前記表示手段は、前記視
聴用に選択された一の番組コンテンツの表示中に、当該番組コンテンツに関連する番組関
連情報の表示を禁止可能であり、前記送信手段は、前記表示手段に表示中の番組コンテン
ツに関連する番組関連情報の表示が禁止されている場合であっても、当該番組関連情報を
前記所定の第１通信ネットワークを介して前記携帯端末に送信することを特徴としている
。
【００１９】
　請求項１４に記載の発明は、請求項１３に記載のテレビジョン受像機において、
　前記表示手段は、前記視聴用に選択された一の番組コンテンツの表示中に、当該番組コ
ンテンツに関連する番組関連情報の表示の有無を任意に切り換え可能であることを特徴と
している。
【００２０】
　請求項１５に記載の発明は、請求項１３又は１４に記載のテレビジョン受像機において
、
　前記送信手段は、前記表示手段に表示されている前記番組コンテンツに対応するチャン
ネルが切り換えられる毎か、或いは、前記番組コンテンツが変更される毎か、或いは、所
定時間が経過する毎か、或いは、前記携帯端末側からの送信要求がある毎に、前記番組関
連情報を前記携帯端末に送信することを特徴としている。
【００２１】
　請求項１６に記載の発明は、請求項１５に記載のテレビジョン受像機において、
　複数のチャンネルの中から少なくとも１つのチャンネルを選択する選択手段を更に備え
、前記表示手段は、前記選択手段により選択されたチャンネルに対応して前記受信手段に
より受信された番組コンテンツを表示し、前記送信手段は、前記選択手段によりチャンネ
ルが切り換えられる毎に、前記表示手段に新たに表示される番組コンテンツに関連する番
組関連情報を前記携帯端末に送信することを特徴としている。
【００２２】
　請求項１７に記載の発明は、請求項１３～１６の何れか一項に記載のテレビジョン受像
機において、
　複数の前記携帯端末と前記所定の第１通信ネットワークを介して接続され、前記送信手
段は、前記複数の携帯端末の全てに前記番組関連情報を送信することを特徴としている。
【００２３】
　請求項１８に記載の発明は、
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　少なくとも一のチャンネルに対応する番組コンテンツと当該番組コンテンツの番組情報
とを含む放送信号を受信し、当該放送信号に基づいて、視聴用に選択された一の番組コン
テンツを表示するテレビジョン受像機と、所定の第１通信ネットワークを介して接続され
た携帯端末であって、前記テレビジョン受像機から前記所定の第１通信ネットワークを介
して送信され、前記放送信号に含まれる番組情報のうち、当該テレビジョン受像機に表示
されている前記番組コンテンツに関連する番組関連情報を受信する受信手段と、この受信
手段により受信された前記番組関連情報を表示する表示手段と、を備え、前記表示手段は
、前記テレビジョン受像機による前記番組コンテンツに関連する番組関連情報の表示が禁
止されている場合であっても、前記受信手段により受信された前記番組関連情報を表示可
能であることを特徴としている。
【００２４】
　請求項１９に記載の発明は、請求項１８に記載の携帯端末において、
　前記表示手段は、前記受信手段により受信された前記番組関連情報の表示の有無を任意
に切り換え可能であることを特徴としている。
【００２５】
　請求項２０に記載の発明は、請求項１８又は１９に記載の携帯端末において、
　複数の前記テレビジョン受像機と前記所定の第１通信ネットワークを介して接続され、
ユーザによる所定操作に基づいて、前記複数のテレビジョン受像機の中から前記番組関連
情報を前記受信手段により受信する一のテレビジョン受像機を指定する指定手段を更に備
えることを特徴としている。
【００２６】
　請求項２１に記載の発明は、請求項１８～２０の何れか一項に記載の携帯端末において
、
　所定の第２通信ネットワークを介して、前記番組コンテンツに係るコンテンツ情報を記
憶する記憶手段を有するサーバと接続され、前記受信手段により受信された前記番組関連
情報に基づいて、前記テレビジョン受像機に表示されている前記番組コンテンツに係るコ
ンテンツ情報を前記サーバの前記記憶手段から取得する取得手段を更に備え、前記表示手
段は、更に、前記取得手段により取得された前記コンテンツ情報を表示することを特徴と
している。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、テレビジョン受像機の表示画面に表示される主映像の視認に影響を与
えることなく、各視聴者に対して所望の情報を個別に提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明を適用した一実施形態のテレビジョンシステムの概略構成を模式的に示す
図である。
【図２】図１のテレビジョンシステムを構成するテレビジョン受像機の概略構成を示すブ
ロック図である。
【図３】図１のテレビジョンシステムを構成する携帯端末の概略構成を示すブロック図で
ある。
【図４】図１のテレビジョンシステムを構成するサーバの概略構成を示すブロック図であ
る。
【図５】図２のテレビジョン受像機による視聴制御処理に係る動作の一例を示すフローチ
ャートである。
【図６】図５の視聴制御処理の続きを示すフローチャートである。
【図７】図３の携帯端末による視聴制御処理に係る動作の一例を示すフローチャートであ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
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　以下に、本発明について、図面を用いて具体的な態様を説明する。ただし、発明の範囲
は、図示例に限定されない。
【００３０】
　本実施形態のテレビジョンシステム１００は、テレビジョン受像機１と携帯端末２とが
所定の第１通信ネットワークＮ１を介して接続され、テレビジョン受像機１は、少なくと
も一のチャンネルに対応する番組コンテンツと当該番組コンテンツの番組情報とを含む放
送信号を受信して、当該放送信号に基づいて、視聴用に選択された一の番組コンテンツを
表示部１０４ａに表示させるとともに、放送信号に含まれる番組情報のうち、表示部１０
４ａに表示されている番組コンテンツに関連する番組関連情報を所定の第１通信ネットワ
ークＮ１を介して携帯端末２に送信する。携帯端末２は、テレビジョン受像機１から送信
された番組関連情報を受信して、当該番組関連情報を表示部２０４に表示させる。
【００３１】
　図１は、本発明を適用した一実施形態のテレビジョンシステム１００の概略構成を模式
的に示す図である。
　図１に示すように、テレビジョンシステム１００は、複数のテレビジョン受像機（例え
ば、第１～第３テレビジョン受像機１ａ、１ｂ、１ｃ等）１、…と、複数の携帯端末（第
１～第３携帯端末２ａ、２ｂ、２ｃ等）２、…と、サーバ３等を備えている。そして、複
数のテレビジョン受像機１、…と複数の携帯端末２、…とは、第１通信ネットワークＮ１
を介して相互に情報通信可能に接続され、また、複数の携帯端末２、…とサーバ３とは、
第２通信ネットワークＮ２を介して相互に情報通信可能に接続されている。
　なお、図１にあっては、複数のテレビジョン受像機１、…として、第１～第３テレビジ
ョン受像機１ａ、１ｂ、１ｃを例示し、複数の携帯端末２、…として、第１～第３携帯端
末２ａ、２ｂ、２ｃを例示したが、テレビジョン受像機１や携帯端末２の個数は一例であ
ってこれに限られるものではなく、適宜任意に変更可能である。
【００３２】
　先ず、テレビジョン受像機１について、図２を参照して詳細に説明する。
　図２は、テレビジョン受像機１の概略構成を示すブロック図である。
　複数のテレビジョン受像機１、…（例えば、第１～第３テレビジョン受像機１ａ、１ｂ
、１ｃ等）の各々は、略同様の構成をなしている。具体的には、図２に示すように、各テ
レビジョン受像機１は、チューナ１０１と、信号復調部１０２と、出力制御部１０３と、
出力部１０４と、メモリ１０５と、情報生成部１０６と、通信制御部１０７と、操作入力
部１０８と、中央制御部１０９とを備えている。
【００３３】
　チューナ１０１は、所定の方角に向けて配置されたアンテナＡと接続され、このアンテ
ナＡは、例えば、放送局側から発信される地上デジタル放送、ＢＳデジタル放送、ＣＳデ
ジタル放送等を受信可能に構成されている。
　また、チューナ１０１は、アンテナＡにより受信された高周波のデジタル放送波の中か
ら、特定の周波数に存在するテレビジョン放送信号を選択的に受信（抽出）する。即ち、
デジタル放送波は、放送局毎にテレビジョン受像機１のチャンネルと特定の周波数とが対
応づけられている。そして、チューナ１０１は、中央制御部（選択手段）１０９からの選
局指示に従って、少なくとも一のチャンネルの中から所望の番組のチャンネルに対応する
特定の周波数に存在するテレビジョン放送信号を選択的に受信する。また、チューナ１０
１は、受信したテレビジョン放送信号を変調して、中間周波信号を信号復調部１０２に出
力する。
【００３４】
　ここで、デジタル放送信号について詳細に説明する。
　各放送局から発信され、当該テレビジョン受像機１により受信されるデジタル放送信号
には、映像データ及び音声データからなる番組コンテンツの他に、PSI（Program Specifi
c Information:番組特定情報）や、SI（Service Information：番組配列情報）と呼ばれ
る番組情報等が多重化されている。なお、番組情報を多重化する方式には、全局SI方式や
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各局SI方式があるが、本実施形態にあっては何れの方式を採用しても良い。
　ここで、番組特定情報（PSI）は、例えば、PMT（Program Map Table）、PAT（Program 
Association Table）、NIT（Network Information Table）、CAT（Conditional Access T
able）等の各種テーブルが規定されている。PMT内には、著作権保護方式（例えば、ダビ
ング１０方式、コピーワンス方式、コピーネバー方式、コピーフリー方式等）を識別する
記述子が記述されている。中央制御部１０９は、当該PSI（PMT）によって、例えば、コピ
ー可能回数及び／又はムーブ可能回数に制限のある番組であるか否かを判定可能となって
いる。
　また、番組配列情報（SI）は、SDT（Service Description Table）、EIT（Event Infor
mation Table）、BAT（Bouquet Association Table）、TDT（Time Date Table）等の各種
テーブルが規定されている。EIT内には、例えば、現在視聴中の番組及び８日以内に放送
予定の番組に関する情報（例えば、タイトル、チャンネル、放送局、ジャンル、放送時刻
（放送開始時刻・放送終了時刻）、出演者、番組内容等）が記述されている。
【００３５】
　このように、チューナ１０１は、少なくとも一のチャンネルに対応する番組コンテンツ
（映像データ及び音声データ）と当該番組コンテンツの番組情報とを含む放送信号を受信
する受像機側受信手段を構成している。
　なお、チューナ１０１とアンテナＡとを別体で構成するようにしたが、これに限られる
ものではなく、チューナ１０１とアンテナＡとが一体となって構成されていても良い。ま
た、アンテナＡを用いずに、所定の通信ネットワークを介して配信されたデジタル放送信
号（番組コンテンツ及び番組情報等）をチューナ１０１により受信するようにしても良い
。また、チューナ１０１を複数搭載して、ユーザによる操作入力部１０８の所定操作に基
づいて複数のチャンネルの中から選択された複数の所望の番組のチャンネルに対応する特
定の周波数に存在するテレビジョン放送信号を複数同時に受信可能に構成しても良い。
【００３６】
　信号復調部１０２は、中央制御部１０９から入力される制御信号に従って、チューナ１
０１から入力されたテレビジョン放送信号（中間周波信号）に対してデジタル復調や誤り
訂正などの所定の処理を施して、トランスポートストリームを出力制御部１０３に出力す
る。
【００３７】
　出力制御部１０３は、中央制御部１０９から入力される制御信号に従って、チューナ１
０１により受信されたテレビジョン放送信号に基づく番組コンテンツを出力部１０４から
出力させる。つまり、出力制御部１０３は、ユーザによる操作入力部１０８の所定操作に
基づいて中央制御部（選択手段）１０９により選択された所望のチャンネルに対応してチ
ューナ１０１により受信された番組コンテンツを表示部１０４ａに表示させる。
　具体的には、出力制御部１０３は、信号復調部１０２から入力されたテレビジョン放送
信号（トランスポートストリーム）を解読して、当該トランスポートストリームを構成す
る各トランスポートパケットを判別する。そして、出力制御部１０３は、所望の番組に関
連するトランスポートパケットにかかるデータを、映像データ、音声データ、番組特定情
報（PSI）、番組配列情報（SI）等の複数のストリームに分離する。続けて、出力制御部
１０３は、分離された映像データにデコード等の所定の処理を施して、出力部１０４の表
示部１０４ａに出力するとともに、分離された音声データにデコード等の所定の処理を施
して、出力部１０４の音声出力部１０４ｂに出力する。
　また、出力制御部１０３は、中央制御部１０９の制御下にて、分離された番組特定情報
（PSI）、番組配列情報（SI）、即ち、チューナ１０１により受信可能な全放送局から送
出されるデジタル放送信号から取得された全放送チャンネル分の番組情報に基づいて、EP
G（Electronic Program Guide:電子番組ガイド）情報を生成する。
【００３８】
　また、出力制御部１０３は、通常の視聴状態では、表示部１０４ａに対して映像データ
を出力し、当該映像データに従って主映像を表示画面全体に表示させる。一方、ユーザに
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よる操作入力部１０８の所定操作に基づいて、現在視聴中の番組に関連する番組関連情報
（例えば、タイトル、チャンネル等；後述）の表示が指示されると、出力制御部１０３は
、映像データに係る主映像を表示画面全体に対する所定割合の大きさに縮小して所定位置
に表示させるとともに、番組関連情報に基づく表示用データを生成して、当該表示用デー
タに基づいて表示画面の主映像が表示されている領域以外の領域に各種の番組関連情報を
表示させる。このように、出力制御部１０３は、視聴用に選択された一の番組コンテンツ
に関連する番組関連情報を表示部１０４ａに表示可能に構成されている。
　なお、出力制御部１０３は、視聴用に選択された一の番組コンテンツを表示部１０４ａ
に表示中にあっては、当該番組コンテンツに関連する番組関連情報の表示部１０４ａに対
する表示の有無を、例えば、ユーザによる操作入力部１０８の所定操作に基づいて任意に
切り換え可能に構成されても良い。つまり、出力制御部１０３は、視聴用に選択された一
の番組コンテンツを表示部１０４ａに表示中にあっては、当該番組コンテンツに関連する
番組関連情報の表示部１０４ａに対する表示を禁止可能に構成されても良い。
【００３９】
　出力部１０４は、表示部１０４ａと、音声出力部１０４ｂとを具備している。
　表示部１０４ａは、例えば、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）パネル等の表示画面（
図示略）を備えて構成され、出力制御部１０３から出力され入力された映像データに従っ
て映像を表示する。
　音声出力部１０４ｂは、例えば、スピーカ機器であり、出力制御部１０３から出力され
入力された音声データに従って音声を出力する。
【００４０】
　このように、出力制御部１０３は、チューナ１０１により受信された放送信号に基づい
て、視聴用に選択された一の番組コンテンツを表示部（第１表示手段）１０４ａから表示
させる。
　なお、出力部１０４の構成は、一例であってこれに限られるものではなく、適宜任意に
変更可能である。即ち、表示部１０４ａ及び音声出力部１０４ｂの何れか一方のみを備え
る構成であっても良い。
【００４１】
　メモリ１０５は、例えば、ＤＲＡＭ（Dynamic Random Access Memory）等により構成さ
れ、チューナ１０１、信号復調部１０２、出力制御部１０３、通信制御部１０７、中央制
御部１０９等によって処理されるデータ等を一時記憶する。
　また、メモリ１０５は、出力制御部１０３により生成されたEPG（電子番組ガイド）情
報Ｇを所定の記憶領域に記憶する。
【００４２】
　情報生成部１０６は、通信制御部１０７により携帯端末２に対して送信される各種情報
を生成する。即ち、情報生成部１０６は、メモリ１０５に記憶されているEPG情報Ｇに基
づいて、現在視聴中の番組に関連する番組関連情報（例えば、タイトル、チャンネル等）
を生成する。
　具体的には、現在視聴中の番組に関連する番組関連情報の送信タイミングにて、情報生
成部１０６は、メモリ１０５からEPG情報Ｇを取得して、当該EPG情報Ｇに基づいて出力制
御部１０３により出力されている番組コンテンツに関連する番組関連情報として、番組付
加情報やチャンネル情報（後述）等を生成する。そして、情報生成部１０６は、生成され
た番組関連情報（番組付加情報やチャンネル情報等）を通信制御部１０７に出力する。
【００４３】
　通信制御部１０７は、第１通信ネットワークＮ１（例えば、無線ＰＡＮ等）を介して携
帯端末２と相互に各種情報の送受信を行う。
　即ち、通信制御部１０７は、例えば、Zigbee（登録商標）やBluetooth（登録商標）な
どの無線により通信可能な距離が所定距離に制限された近距離無線通信規格により実現さ
れる無線ＰＡＮ（Personal Area Network）を介して携帯端末２と接続する。具体的には
、通信制御部１０７は、情報生成部１０６から出力された現在視聴中の番組に関連する番



(13) JP 2011-234261 A 2011.11.17

10

20

30

40

50

組関連情報が入力されると、当該番組関連情報を無線ＰＡＮを介して接続されている携帯
端末２に対して送信する。
　ここで、番組関連情報とは、現在視聴中の番組、即ち、出力制御部１０３により表示部
１０４ａに表示されている番組コンテンツに関連する各種の情報のことである。具体的に
は、番組関連情報は、デジタル放送信号に含まれる番組情報のうち、番組配列情報（SI）
に基づいて生成された情報であり、例えば、現在視聴中の番組のタイトル、チャンネル、
放送局、ジャンル、放送時刻（放送開始時刻・放送終了時刻）、出演者、番組内容等に係
る情報を含む。番組関連情報を構成する各種情報のうち、チャンネル情報以外の情報を、
番組付加情報という。
【００４４】
　また、通信制御部１０７は、チャンネル情報や番組付加情報等の番組関連情報を所定の
タイミングで携帯端末２に対して送信する。具体的には、通信制御部１０７は、中央制御
部１０９の制御下にて、例えば、ユーザによる操作入力部１０８の所定操作に基づいて現
在視聴中の番組（番組コンテンツ）に対応するチャンネルが切り換えられる毎や、当該番
組の放送終了や臨時番組の放送開始などにより番組（番組コンテンツ）が変更される毎や
、番組関連情報の前回の送信時から所定時間が経過する毎や、携帯端末２側からの番組関
連情報の送信要求を受信する毎に、当該番組関連情報を携帯端末２に送信する。つまり、
通信制御部１０７は、ユーザによる操作入力部１０８の所定操作に基づいてチャンネルが
切り換えられる毎に、表示部１０４ａに新たに表示される番組コンテンツに関連する番組
関連情報を第１の通信ネットワークＮ１を介して携帯端末２に送信する。
　また、通信制御部１０７は、第１通信ネットワークＮ１（例えば、無線ＰＡＮ等）に複
数の携帯端末２、…（例えば、第１～第３携帯端末２ａ、２ｂ、２ｃ等）が接続されてい
る場合には、これら全ての携帯端末２に対して番組関連情報を送信する。
　このように、通信制御部１０７は、チューナ１０１により受信された放送信号に含まれ
る番組情報のうち、表示部１０４ａに表示されている番組コンテンツに関連する番組関連
情報を所定の第１通信ネットワークＮ１を介して携帯端末２に送信する送信手段を構成し
ている。
【００４５】
　なお、通信制御部１０７は、出力制御部１０３により表示部１０４ａに表示中の番組コ
ンテンツに関連する番組関連情報の表示が禁止されている場合であっても、当該番組関連
情報を所定の第１通信ネットワークＮ１を介して携帯端末２に送信可能に構成されても良
い。
【００４６】
　操作入力部１０８は、テレビジョン受像機１本体に対して各種指示を入力するためのも
のであり、例えば、リモコンなどにより構成されている。また、操作入力部１０８は、例
えば、電源ボタン、番組表表示ボタン、数字ボタン、上下左右のカーソルボタン、決定ボ
タン、チャンネルアップ／ダウンボタン、音量アップ／ダウンボタン（何れも図示略）等
を備えている。
　そして、ユーザにより各種ボタンが操作されると、操作入力部１０８は、操作されたボ
タンに応じた操作指示を中央制御部１０９に出力する。中央制御部１０９は、操作入力部
１０８から出力され入力された操作指示に従って所定の動作（例えば、チャンネルや音量
の変更等）を各部に実行させる。
【００４７】
　中央制御部１０９は、テレビジョン受像機１の各部を制御するものである。具体的には
、中央制御部１０９は、図示は省略するが、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を備
え、テレビジョン受像機１用の各種処理プログラム（図示略）に従って各種の制御動作を
行い、必要に応じてその制御動作の結果を表示部１０４ａに表示させる。
【００４８】
　次に、携帯端末２について、図３を参照して詳細に説明する。
　図３は、携帯端末２の概略構成を示すブロック図である。
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　複数の携帯端末２、…（例えば、第１～第３携帯端末２ａ、２ｂ、２ｃ等）の各々は、
略同様の構成をなし、例えば、携帯電話やＰＨＳ（Personal Handy-phone System）など
の移動体通信網で用いられる移動局、ＰＤＡ（Personal Data Assistants）等から構成さ
れている。具体的には、図３に示すように、各携帯端末２は、送受話部２０１と、第１通
信制御部２０２と、第２通信制御部２０３と、表示部２０４と、表示制御部２０５と、メ
モリ２０６と、操作入力部２０７と、中央制御部２０８等を備えている。
【００４９】
　送受話部２０１は、例えば、図示は省略するが、マイク、スピーカ、Ａ／Ｄ変換部及び
Ｄ／Ａ変換部等を備えている。そして、送受話部２０１は、マイクから入力されるユーザ
の送話音声をＡ／Ｄ変換処理して送話音声データを中央制御部２０８に出力するとともに
、中央制御部２０８の制御下にて、第２通信制御部２０３から出力されて入力される受話
音声データ等の音声データをＤ／Ａ変換処理してスピーカから出力する。
【００５０】
　第１通信制御部２０２は、第１通信ネットワークＮ１（例えば、無線ＰＡＮ等）を介し
てテレビジョン受像機１と相互に各種情報の送受信を行う。即ち、第１通信制御部２０２
は、テレビジョン受像機１の通信制御部１０７に対応する近距離無線通信規格（例えば、
Zigbee（登録商標）やBluetooth（登録商標）等）により実現される無線ＰＡＮを介して
テレビジョン受像機１と接続する。
　具体的には、第１通信制御部２０２は、無線ＰＡＮを介して接続されているテレビジョ
ン受像機１の通信制御部１０７から送信された番組関連情報を受信する。また、第１通信
制御部２０２は、複数のテレビジョン受像機１、…（例えば、第１～第３テレビジョン受
像機１ａ、１ｂ、１ｃ等）の通信制御部１０７の各々と無線ＰＡＮを介して個別に接続可
能に構成されている。そして、第１通信制御部２０２は、これら複数のテレビジョン受像
機１、…のうち、ユーザによる操作入力部２０７の所定操作に基づいて指定された何れか
一のテレビジョン受像機１と無線ＰＡＮを介して各種情報の送受信を行う。
　このように、第１通信制御部２０２は、テレビジョン受像機１の通信制御部１０７から
送信された番組関連情報を受信する端末側受信手段を構成している。
【００５１】
　第２通信制御部２０３は、無線基地局（図示略）との間で着信や発信等に係る無線信号
の送受信を行うアンテナＡ（図示略）を備えている。そして、第２通信制御部２０３は、
中央制御部２０８から出力されて入力される指示信号に基づいて、所定の通信方式（例え
ば、Ｗ－ＣＤＭＡ（Wideband Code Division Multiple Access）方式、ＧＳＭ（Global S
ystem for Mobile Communications）方式等）に対応する携帯電話用の通信プロトコルに
従って、この通信方式で設定される通信チャネルにより無線基地局との間で送受話音声の
送受信やデータ通信を行う。
【００５２】
　また、第２通信制御部２０３は、サーバ３（Ｗｅｂサーバ）が第２通信ネットワークＮ
２（例えば、インターネット等）上で開設するＷｅｂページにアクセスする機能を有して
いる。即ち、第２通信制御部２０３は、無線基地局を介してゲートウェイサーバ（図示略
）との間で所定の通信プロトコル（例えば、ＷＡＰ（Wireless Application Protocol）
等）に従ってデータ通信を行い、サーバ３がインターネット上で開設するコンテンツ情報
提供ページにアクセスする。
　具体的には、第２通信制御部２０３は、第１通信制御部２０２により受信された番組関
連情報に基づいて、番組コンテンツに係るコンテンツ情報を記憶するサーバ３に第２通信
ネットワークＮ２を介してアクセスして、当該コンテンツ情報をサーバ３から取得する。
より具体的には、第２通信制御部２０３は、先ず、番組関連情報に含まれるチャンネル情
報（指示情報）に基づいて、第２通信ネットワークＮ２を介してサーバ３のコンテンツ情
報提供ページにアクセスする。そして、第２通信制御部２０３は、複数の番組コンテンツ
に係るコンテンツ情報を記憶するサーバ３の記憶部３０２（後述）から、テレビジョン受
像機１の出力制御部１０３により表示部１０４ａに表示されている番組コンテンツ、即ち
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、現在視聴中の番組のチャンネルに対応するコンテンツ情報を取得する。
　なお、コンテンツ情報とは、番組関連情報など、当該番組コンテンツに関連する各種コ
ンテンツに係る情報のことである。具体的には、コンテンツ情報としては、例えば、現在
視聴中の番組のタイトル、放送局、ジャンル、放送時刻、出演者、番組内容等を含む番組
関連情報の他、番組が連続ドラマなどの所定期間（例えば、半年など）単位で放送される
ものであれば、前回までのあらすじに係る情報、番組の出演者のプロフィールに係る情報
、番組の視聴者による評価に係る情報などが挙げられるが、一例であってこれに限られる
ものではなく、適宜任意に変更可能である。
【００５３】
　また、コンテンツ情報は、例えば、各種のコンテンツに代えて、インターネット等の所
定の第３通信ネットワークにおける各種のコンテンツの格納場所を示すアドレス情報を含
んでもいても良い。アドレス情報としては、例えば、ＵＲＩ（Uniform Resource Identif
ier）やＵＲＬ（Uniform Resource Locator）等に係る情報が挙げられる。
　そして、アドレス情報を取得した場合には、第２通信制御部２０３は、先ず、アドレス
情報（例えば、ＵＲＩやＵＲＬ等）に基づいて、インターネットにおけるコンテンツ提供
ページにアクセスする。そして、第２通信制御部２０３は、コンテンツ提供ページにて提
供されている各種のコンテンツ、即ち、現在視聴中の番組に係る各種のコンテンツを取得
する。
【００５４】
　なお、第２通信ネットワークＮ２は、携帯端末２とサーバ３とを無線基地局やゲートウ
ェイサーバ（共に図示略）等を介して接続する通信ネットワークである。また、第２通信
ネットワークＮ２は、専用線や既存の一般公衆回線を利用して構築された通信可能な距離
が所定距離に制限されていない通信ネットワークであり、ＬＡＮ（Local Area Network）
やＷＡＮ（Wide Area Network）等の様々な回線形態を適用することが可能である。また
、第２通信ネットワークＮ２には、例えば、電話回線網、ＩＳＤＮ回線網、専用線、移動
体通信網、通信衛星回線、ＣＡＴＶ回線網等の各種通信ネットワーク網と、ＩＰネットワ
ーク、ＶｏＩＰ（Voice over Internet Protocol）ゲートウェイ、インターネットサービ
スプロバイダ等が含まれる。
【００５５】
　このように、第２通信制御部２０３は、第１通信制御部２０２により受信された番組関
連情報に基づいて、テレビジョン受像機１の表示部１０４ａに表示されている番組コンテ
ンツに係るコンテンツ情報をサーバ３の記憶部３０２から取得する第１取得手段を構成し
ている。
　また、第２通信制御部２０３は、第１取得手段により取得されたアドレス情報に基づい
て、所定の第３通信ネットワークにアクセスしてコンテンツ情報を取得する第２取得手段
を構成している。
　なお、インターネットによって第３通信ネットワークが構成され、当該インターネット
が第２通信ネットワークＮ２と共用されるような構成としたが、これに限られるものでは
なく、第３通信ネットワークと第２通信ネットワークＮ２とは別個の通信ネットワークで
あっても良い。
【００５６】
　また、第２通信制御部２０３の構成は一例であってこれに限られるものではなく、適宜
任意に変更可能であり、例えば、無線ＬＡＮモジュールを搭載し、アクセスポイント（Ac
cess Point）を介して第２通信ネットワークＮ２（例えば、インターネット等）にアクセ
スする構成としても良い。
【００５７】
　表示部２０４は、例えば、図示は省略するが、ＬＣＤパネル等の表示画面を備え、表示
制御部２０５の制御下にて画面表示を行う。
　即ち、表示制御部２０５は、表示部２０４に対して所定の画面データを出力し、当該画
面データに基づいて表示部２０４の表示画面に所定の画面を表示させる。
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【００５８】
　また、表示制御部２０５は、第１通信制御部２０２により受信された番組関連情報に基
づく表示用データを生成して、当該表示用データに基づいて表示画面の所定領域に各種の
番組関連情報を表示させる。
　ここで、表示制御部２０５は、番組関連情報を表示部２０４に表示させるか否かを切替
可能に構成されている。即ち、表示制御部２０５は、ユーザによる操作入力部２０７の所
定操作に基づいて番組関連情報の表示が指示された場合にのみ、番組関連情報を表示部２
０４に表示させるようになっている。これにより、当該携帯端末２による番組関連情報の
視聴ではなく、テレビジョン受像機１にて番組関連情報に係る番組自体の視聴を所望して
いるユーザに対しては、不必要な情報を提供することがなくなる。
【００５９】
　また、表示制御部２０５は、第２通信制御部２０３により取得されたコンテンツ情報を
表示部２０４に表示させる。即ち、表示制御部２０５は、第２通信制御部２０３により取
得された現在視聴中の番組に係るコンテンツ情報に基づく表示用データを生成して、当該
表示用データに基づいて表示画面の所定領域に各種のコンテンツ情報を表示させる。
　さらに、表示制御部２０５は、第２通信制御部２０３によりアドレス情報が取得された
場合には、当該アドレス情報を表示部２０４に表示させる。即ち、表示制御部２０５は、
第２通信制御部２０３により取得された現在視聴中の番組に係る各種コンテンツの格納場
所を示すアドレス情報に基づく表示用データを生成して、当該表示用データに基づいて表
示画面の所定領域にアドレス情報を表示させる。
　ここで、表示制御部２０５は、テレビジョン受像機１の出力制御部１０３により表示部
１０４ａに表示中の番組コンテンツに関連する番組関連情報の表示が禁止されている場合
であっても、通信制御部１０７から所定の第１通信ネットワークＮ１を介して送信されて
第１通信制御部２０２により受信された番組関連情報を表示部２０４に表示可能に構成さ
れても良い。
【００６０】
　このように、表示制御部２０５は、第１通信制御部２０２により受信された番組関連情
報を表示部（第２表示手段）２０４に表示させる。
　なお、番組関連情報を表示部２０４に表示させるようにしたが、番組関連情報に基づい
て所定の音声信号を生成し、中央制御部２０８の制御下にて、当該音声信号に基づいて番
組関連情報を送受話部２０１のスピーカから発音するような構成としても良い。
【００６１】
　メモリ２０６は、例えば、ＤＲＡＭ等により構成され、送受話部２０１、第１通信制御
部２０２、表示制御部２０５、第２通信制御部２０３、中央制御部２０８等によって処理
されるデータ等を一時記憶する。
【００６２】
　操作入力部２０７は、携帯端末２本体に対して各種指示を入力するためのものである。
具体的には、操作入力部２０７は、例えば、電源ボタン、数字ボタン、上下左右のカーソ
ルボタン、決定ボタン（何れも図示略）等を備えている。
　そして、ユーザにより各種ボタンが操作されると、操作入力部２０７は、操作されたボ
タンに応じた操作指示を中央制御部２０８に出力する。中央制御部２０８は、操作入力部
２０７から出力され入力された操作指示に従って所定の動作（例えば、電話の発着信やイ
ンターネットへのアクセス等）を各部に実行させる。
【００６３】
　また、操作入力部２０７は、ユーザによる所定操作に基づいて、複数のテレビジョン受
像機１、…（例えば、第１～第３テレビジョン受像機１ａ、１ｂ、１ｃ等）の中から、番
組関連情報を第１通信ネットワークＮ１を介して第１通信制御部２０２により受信する一
のテレビジョン受像機１の指定に係る指定指示を中央制御部２０８に出力する。中央制御
部２０８は、操作入力部２０７から出力され入力された指定指示に基づいて、複数のテレ
ビジョン受像機１、…の中から何れか一のテレビジョン受像機１を指定する。
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　ここで、操作入力部２０７及び中央制御部２０８は、ユーザによる所定操作に基づいて
、複数のテレビジョン受像機１、…の中から、番組関連情報を第１通信制御部２０２によ
り受信する一のテレビジョン受像機１を指定する指定手段を構成している。
【００６４】
　中央制御部２０８は、携帯端末２の各部を制御するものである。具体的には、中央制御
部２０８は、図示は省略するが、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を備え、携帯端
末２用の各種処理プログラム（図示略）に従って各種の制御動作を行い、必要に応じてそ
の制御動作の結果を表示部２０４に表示させる。
【００６５】
　次に、サーバ３について、図４を参照して詳細に説明する。
　図４は、サーバ３の概略構成を示すブロック図である。
　サーバ３は、Ｗｅｂ（World Wide Web）サーバとしてインターネット上にＷｅｂページ
（例えば、コンテンツ情報提供ページ等）を開設する機能を具備するものであり、携帯端
末２からのアクセスに応じて当該携帯端末２にＷｅｂページのページ情報を送信する。
　具体的には、図４に示すように、サーバ３は、通信制御部３０１と、記憶部３０２と、
メモリ３０３と、中央制御部３０４等を備えて構成されている。
【００６６】
　通信制御部３０１は、例えば、モデム（MODEM:Modulater/DEModulater）、ターミナル
アダプタ（Terminal Adapter）等によって構成され、第２通信ネットワークＮ２を介して
携帯端末２等の外部機器との間で情報の通信制御を行うためのものである。具体的には、
通信制御部３０１は、例えば、携帯端末２からのアクセスによりコンテンツ情報提供ペー
ジの送信要求やコンテンツ情報の配信要求を受診すると、中央制御部３０４の制御下にて
、記憶部３０２から取得されたコンテンツ情報提供ページのページ情報やコンテンツ情報
を第２通信ネットワークＮ２や無線基地局等を介して携帯端末２に送信する。
【００６７】
　記憶部３０２は、例えば、半導体の不揮発メモリやＨＤＤ（Hard Disc Drive）等によ
り構成され、携帯端末２に送信されるコンテンツ情報やＷｅｂページのアドレス情報等を
記憶する。具体的には、記憶部３０２は、複数の番組コンテンツの各々に係るコンテンツ
情報や各種コンテンツのインターネットにおける格納場所を示すアドレス情報をチャンネ
ル情報と対応付けて複数記憶する。
　なお、コンテンツ情報は、例えば、HTML（Hyper Text Markup Language）などの各種の
コンテンツ記述原語を用いてなる文字や記号を含むテキストデータ、画像データ等を含む
。
【００６８】
　メモリ３０３は、例えば、ＤＲＡＭ等により構成され、通信制御部３０１、記憶部３０
２、中央制御部３０４等によって処理されるデータ等を一時記憶する。
【００６９】
　中央制御部３０４は、サーバ３の各部を制御するものである。具体的には、中央制御部
３０４は、図示は省略するが、ＣＰＵ等を備え、サーバ３用の各種処理プログラム（図示
略）に従って各種の制御動作を行い、必要に応じてその制御動作の結果を表示部（図示略
）に表示させる。
【００７０】
　次に、テレビジョンシステム１００のテレビジョン受像機１により実行される視聴制御
処理について、図５及び図６を参照して説明する。
　図５及び図６は、視聴制御処理に係る動作の一例を示すフローチャートである。
　視聴制御処理は、ユーザがテレビジョン受像機１に表示されている番組コンテンツを視
聴する際に、中央制御部１０９の制御下にて当該テレビジョン受像機１により実行される
制御処理である。
【００７１】
　図５に示すように、先ず、通信制御部１０７は、第１通信ネットワークＮ１（例えば、
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Zigbeeなどの近距離無線通信規格により実現される無線ＰＡＮ等）に接続可能な全ての携
帯端末２を検索し、接続可能な携帯端末２の第１通信制御部２０２との間で第１通信ネッ
トワークＮ１を確立する（ステップＳ１）。
　続けて、中央制御部１０９は、ユーザによる操作入力部１０８の所定操作に基づいて、
ユーザが視聴する番組コンテンツに係るチャンネルの切替指示が入力されたか否かを判定
する（ステップＳ２）。ここで、チャンネルの切替指示が入力されたと判定されると（ス
テップＳ２；ＹＥＳ）、中央制御部１０９は、チャンネルの切替指示に従って、チューナ
１０１により選択的に受信するチャンネルを切り替え、当該チャンネルに対応する特定の
周波数に存在するテレビジョン放送信号（番組コンテンツ）をチューナ１０１により受信
させる（ステップＳ３）。
【００７２】
　そして、チューナ１０１は、受信されたテレビジョン放送信号を変調して、中間周波信
号を信号復調部１０２に出力し、信号復調部１０２は、チューナ１０１から出力され入力
された中間周波信号に対してデジタル復調や誤り訂正などの所定の処理を施して、トラン
スポートストリームを出力制御部１０３に出力する（ステップＳ４）。また、ステップＳ
２にて、チャンネルの切替指示が入力されていないと判定された場合（ステップＳ２；Ｎ
Ｏ）にも、中央制御部１０９は、処理をステップＳ４に移行させる。
　続けて、出力制御部１０３は、信号復調部１０２から入力されたトランスポートストリ
ームを解読して、映像データ、音声データ、番組特定情報（PSI）、番組配列情報（SI）
等の複数のストリームに分離する（ステップＳ５）。そして、出力制御部１０３は、分離
された映像データにデコード等の所定の処理を施して、当該映像データに従って主映像を
表示部１０４ａの表示画面全体に表示させる（ステップＳ６）。また、出力制御部１０３
は、分離された音声データにデコード等の所定の処理を施して、出力部１０４の音声出力
部１０４ｂに出力する。
【００７３】
　次に、中央制御部１０９は、番組関連情報を表示するモードであるか否かを判定する（
ステップＳ７）。
　ここで、番組関連情報を表示するモードであるか否かの判定は、例えば、予めユーザに
よる操作入力部１０８の所定操作に基づいて、当該モードが指定されているか否かに応じ
て判定したり、第１通信ネットワークＮ１を介して接続されている携帯端末２から番組関
連情報の表示指示が入力されているか否かに応じて判定する。
【００７４】
　ステップＳ７にて、番組関連情報を表示するモードであると判定されると（ステップＳ
７；ＹＥＳ）、図６に示すように、中央制御部１０９は、番組関連情報のうち、番組付加
情報（例えば、現在視聴中の番組のタイトル、放送局、ジャンル、放送時刻、出演者、番
組内容等の各種情報）を当該テレビジョン受像機１の表示部１０４ａの表示画面（自画面
）以外に表示するモードであるか否かを判定する（ステップＳ８）。
　ここで、番組付加情報を自画面以外に表示するモードであるか否かの判定は、例えば、
予めユーザによる操作入力部１０８の所定操作に基づいて、当該モードが指定されている
か否かに応じて判定したり、第１通信ネットワークＮ１を介して接続されている携帯端末
２があるか否かに応じて判定する。
【００７５】
　ステップＳ８にて、番組付加情報を自画面以外に表示するモードでないと判定されると
（ステップＳ８；ＮＯ）、即ち、番組付加情報を当該テレビジョン受像機１の表示部１０
４ａの表示画面に表示するモードであることから、出力制御部１０３は、映像データに係
る主映像を表示画面全体に対する所定割合の大きさに縮小して所定位置に表示させるとと
もに、番組関連情報に基づく表示用データを生成して、当該表示用データに基づいて表示
画面の主映像が表示されている領域以外の領域（自画面の一部）に各種の番組関連情報を
表示させる（ステップＳ９）。
　一方、番組付加情報を自画面以外に表示するモードであると判定されると（ステップＳ
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８；ＹＥＳ）、即ち、番組関連情報を携帯端末２に送信するモードであることから、中央
制御部１０９は、番組付加情報を携帯端末２に送信するモードであるか否かを判定する（
ステップＳ１０）。
【００７６】
　ステップＳ１０にて、番組付加情報を送信するモードであると判定されると（ステップ
Ｓ１０；ＹＥＳ）、中央制御部１０９は、メモリ１０５に記憶されているEPG情報Ｇに基
づいて情報生成部１０６に現在視聴中の番組に関連する番組付加情報を生成させた後、前
回の送信時から番組付加情報の内容に変更があるか否かを判定する（ステップＳ１１）。
なお、番組付加情報は、例えば、生成される毎にその内容がメモリ１０５に記憶されるよ
うにしておき、中央制御部１０９は、前回送信された番組付加情報を取得するようにして
も良い。
　ここで、前回の送信時から番組付加情報の内容に変更がないと判定されると（ステップ
Ｓ１１；ＮＯ）、中央制御部１０９は、番組付加情報の前回の送信時（送信タイミング）
から所定時間が経過したか否かを判定する（ステップＳ１２）。なお、番組付加情報の送
信タイミングは、例えば、送信される毎にその送信タイミングがメモリ１０５に記憶され
るようにしておき、中央制御部１０９は、前回の送信タイミングを取得するようにしても
良い。
【００７７】
　ステップＳ１２にて、番組付加情報の前回の送信タイミングから所定時間が経過したと
判定されると（ステップＳ１２；ＹＥＳ）、通信制御部１０７は、番組付加情報を携帯端
末２に対して第１通信ネットワークＮ１を介して送信する（ステップＳ１３）。
　また、ステップＳ１１にて、前回の送信時から番組付加情報の内容に変更があると判定
されると（ステップＳ１１；ＹＥＳ）、中央制御部１０９は、処理をステップＳ１３に移
行して、通信制御部１０７は、番組付加情報を携帯端末２に対して第１通信ネットワーク
Ｎ１を介して送信する（ステップＳ１３）。
【００７８】
　その後、中央制御部１０９は、ユーザによる操作入力部１０８の所定操作に基づいて、
当該テレビジョン受像機１の電源をオフ（ＯＦＦ）する指示が入力されたか否かを判定す
る（ステップＳ１４）。
　また、ステップＳ１２にて、番組付加情報の前回の送信タイミングから所定時間が経過
していないと判定された場合（ステップＳ１２；ＮＯ）にも、中央制御部１０９は、処理
をステップＳ１４に移行させる。また、ステップＳ９にて、出力制御部１０３が、表示画
面の主映像が表示されている領域以外の領域（自画面の一部）に各種の番組関連情報を表
示させた後や、図５に示すように、ステップＳ７にて、番組関連情報を表示するモードで
ないと判定された場合（ステップＳ７；ＮＯ）にも、中央制御部１０９は、処理をステッ
プＳ１４に移行させる。
【００７９】
　ステップＳ１４にて、当該テレビジョン受像機１の電源をオフ（ＯＦＦ）する指示が入
力されていないと判定されると（ステップＳ１４；ＮＯ）、図５に示すように、中央制御
部１０９は、処理をステップＳ２に移行して、上記と同様に、ユーザが視聴する番組コン
テンツに係るチャンネルの切替指示が入力されたか否かを判定する（ステップＳ２）。
　一方、当該テレビジョン受像機１の電源をオフ（ＯＦＦ）する指示が入力されたと判定
されると（ステップＳ１４；ＹＥＳ）、中央制御部１０９は、当該テレビジョン受像機１
の電源をオフして、視聴制御処理を終了させる。
【００８０】
　一方、ステップＳ１０にて、番組付加情報を送信するモードでないと判定されると（ス
テップＳ１０；ＮＯ）、即ち、チャンネル情報を携帯端末２に送信するモードであること
から、中央制御部１０９は、メモリ１０５に記憶されているEPG情報Ｇに基づいて情報生
成部１０６に現在視聴中の番組に関連するチャンネル情報を生成させた後、前回の送信時
からチャンネルの変更があるか否かを判定する（ステップＳ１５）。なお、チャンネル情
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報は、例えば、生成される毎にその内容がメモリ１０５に記憶されるようにしておき、中
央制御部１０９は、前回送信されたチャンネル情報を取得するようにしても良い。
　ここで、前回の送信時からチャンネルの変更がないと判定されると（ステップＳ１５；
ＮＯ）、中央制御部１０９は、チャンネル情報の前回の送信時（送信タイミング）から所
定時間が経過したか否かを判定する（ステップＳ１６）。なお、チャンネル情報の送信タ
イミングは、例えば、送信される毎にその送信タイミングがメモリ１０５に記憶されるよ
うにしておき、中央制御部１０９は、前回の送信タイミングを取得するようにしても良い
。
【００８１】
　ステップＳ１６にて、チャンネル情報の前回の送信タイミングから所定時間が経過した
と判定されると（ステップＳ１６；ＹＥＳ）、通信制御部１０７は、チャンネル情報を携
帯端末２に対して第１通信ネットワークＮ１を介して送信する（ステップＳ１７）。
　また、ステップＳ１５にて、前回の送信時からチャンネル情報の内容に変更があると判
定されると（ステップＳ１５；ＹＥＳ）、中央制御部１０９は、処理をステップＳ１７に
移行して、通信制御部１０７は、チャンネル情報を携帯端末２に対して第１通信ネットワ
ークＮ１を介して送信する（ステップＳ１７）。
【００８２】
　その後、中央制御部１０９は、処理をステップＳ１４に移行して、当該テレビジョン受
像機１の電源をオフ（ＯＦＦ）する指示が入力されているか否かを判定する（ステップＳ
１４）。また、ステップＳ１６にて、チャンネル情報の前回の送信タイミングから所定時
間が経過していないと判定された場合（ステップＳ１６；ＮＯ）にも、中央制御部１０９
は、処理をステップＳ１４に移行させる。
　そして、ステップＳ１４にて、当該テレビジョン受像機１の電源をオフ（ＯＦＦ）する
指示が入力されたと判定されると（ステップＳ１４；ＹＥＳ）、中央制御部１０９は、当
該テレビジョン受像機１の電源をオフして、視聴制御処理を終了させる。
【００８３】
　次に、テレビジョンシステム１００の携帯端末２により実行される視聴制御処理につい
て、図７を参照して説明する。
　図７は、視聴制御処理に係る動作の一例を示すフローチャートである。
　視聴制御処理は、ユーザがテレビジョン受像機１に表示されている番組コンテンツを視
聴する際に、中央制御部２０８の制御下にて当該携帯端末２により実行される制御処理で
ある。
【００８４】
　図７に示すように、先ず、中央制御部２０８は、ユーザによる操作入力部２０７の所定
操作に基づいて、テレビジョン受像機１を視聴するモードが選択されているか否かを判定
する（ステップＳ５１）。
　ここで、テレビジョン受像機１を視聴するモードが選択されていないと判定されると（
ステップＳ５１；ＮＯ）、中央制御部２０８は、当該携帯端末２本体による電話の発着信
や電子メールの送受信等の他の処理の実行を制御する（ステップＳ５２）。
【００８５】
　一方、ステップＳ５１にて、テレビジョン受像機１を視聴するモードが選択されている
と判定されると（ステップＳ５１；ＹＥＳ）、第１通信制御部２０２は、第１通信ネット
ワークＮ１（例えば、Zigbeeなどの近距離無線通信規格により実現される無線ＰＡＮ等）
に接続可能な全てのテレビジョン受像機１を検索し、接続可能なテレビジョン受像機１の
通信制御部１０７との間で第１通信ネットワークＮ１を確立する（ステップＳ５３）。
　続けて、表示制御部２０５は、第１通信ネットワークＮ１が確立された全てのテレビジ
ョン受像機１の情報（例えば、製造メーカー名や型式等の各種情報）を表示部２０４に表
示させる（ステップＳ５４）。
【００８６】
　その後、中央制御部２０８は、番組関連情報を受信する何れか一のテレビジョン受像機



(21) JP 2011-234261 A 2011.11.17

10

20

30

40

50

１の選択指示を受け付け、当該選択指示が入力されたか否かを判定する（ステップＳ５５
）。
　ここで、何れか一のテレビジョン受像機１の選択指示が入力されていないと判定される
と（ステップＳ５５；ＮＯ）、中央制御部２０８は、処理をステップＳ５４に移行して、
それ以降の処理を実行させる。
　一方、何れか一のテレビジョン受像機１の選択指示が入力されたと判定されると（ステ
ップＳ５５；ＹＥＳ）、第１通信制御部２０２は、選択された一のテレビジョン受像機１
から送信される番組関連情報を受け付け、当該番組関連情報を受信したか否かを判定する
（ステップＳ５６）。ステップＳ５６にて、番組関連情報を受信していないと判定された
場合（ステップＳ５６；ＮＯ）であっても、当該ステップＳ５６における判定は制限時間
が経過するまで所定間隔を空けて逐次行われる。
【００８７】
　ステップＳ５６にて、選択された一のテレビジョン受像機１から送信された番組関連情
報を受信したと判定されると（ステップＳ５６；ＹＥＳ）、中央制御部２０８は、受信し
た番組関連情報が番組付加情報であるか否かを判定する（ステップＳ５７）。
　ここで、番組付加情報でないと判定されると（ステップＳ５７；ＮＯ）、即ち、番組関
連情報はチャンネル情報であることから、第２通信制御部２０３は、チャンネル情報に基
づいて第２通信ネットワークＮ２を介してサーバ３にアクセスして、サーバ３の記憶部３
０２から当該チャンネルに対応するコンテンツ情報を取得する（ステップＳ５８）。
【００８８】
　続けて、表示制御部２０５は、第２通信制御部２０３により取得されたコンテンツ情報
に基づく表示用データを生成して、当該表示用データに基づいて表示画面の所定領域にコ
ンテンツ情報を表示させる（ステップＳ５９）。また、ステップＳ５７にて、番組付加情
報であると判定された場合にも（ステップＳ５７；ＹＥＳ）、中央制御部２０８は、処理
をステップＳ５９に移行して、表示制御部２０５は、第１通信制御部２０２により受信さ
れた番組付加情報に基づく表示用データを生成して、当該表示用データに基づいて表示画
面の所定領域に各種の番組付加情報を表示させる（ステップＳ５９）。
【００８９】
　次に、中央制御部２０８は、第２通信制御部２０３により受信したコンテンツ情報に各
種のコンテンツの格納場所を示すアドレス情報（例えば、ＵＲＩやＵＲＬ等）が含まれて
いるか否かを判定する（ステップＳ６０）。
　ここで、アドレス情報が含まれていると判定されると（ステップＳ６０；ＹＥＳ）、第
２通信制御部２０３は、アドレス情報に基づいて、インターネットにおけるコンテンツ提
供ページにアクセスして、当該コンテンツ提供ページにて提供されている各種のコンテン
ツを取得する（ステップＳ６１）。そして、表示制御部２０５は、第２通信制御部２０３
により取得された各種コンテンツの表示用データを生成して、当該表示用データに基づい
て表示画面の所定領域に各種コンテンツを表示させる（ステップＳ６２）。
【００９０】
　次に、中央制御部２０８は、ユーザによる操作入力部２０７の所定操作に基づいて、番
組関連情報を受信する何れか一のテレビジョン受像機１の切替指示が入力されたか否かを
判定する（ステップＳ６３）。また、ステップＳ６０にて、アドレス情報が含まれていな
いと判定された場合にも（ステップＳ６０；ＮＯ）、中央制御部２０８は、処理をステッ
プＳ６３に移行して、テレビジョン受像機１の切替指示が入力されたか否かを判定する（
ステップＳ６３）。
　ここで、テレビジョン受像機１の切替指示が入力されていないと判定されると（ステッ
プＳ６３；ＮＯ）、中央制御部２０８は、ユーザによる操作入力部２０７の所定操作に基
づいて、当該テレビジョン受像機１の電源をオフ（ＯＦＦ）する指示が入力されたか否か
を判定する（ステップＳ６４）。
　一方、ステップＳ６３にて、テレビジョン受像機１の切替指示が入力されたと判定され
ると（ステップＳ６３；ＹＥＳ）、中央制御部２０８は、処理をステップＳ５５に移行し
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て、番組関連情報を受信する何れか一のテレビジョン受像機１の選択指示を受け付け、当
該選択指示が入力されたか否かを判定する（ステップＳ５５）。
【００９１】
　ステップＳ６４にて、当該テレビジョン受像機１の電源をオフ（ＯＦＦ）する指示が入
力されていないと判定されると（ステップＳ６４；ＮＯ）、中央制御部２０８は、処理を
ステップＳ５６に移行して、上記と同様に、第１通信制御部２０２は、選択された一のテ
レビジョン受像機１から送信される番組関連情報を受け付け、当該番組関連情報を受信し
たか否かを判定する（ステップＳ５６）。
　一方、当該テレビジョン受像機１の電源をオフ（ＯＦＦ）する指示が入力されたと判定
されると（ステップＳ６４；ＹＥＳ）、中央制御部２０８は、当該テレビジョン受像機１
の電源をオフして、視聴制御処理を終了させる。
【００９２】
　以上のように、本実施形態のテレビジョンシステム１００によれば、テレビジョン受像
機１は、少なくとも一のチャンネルに対応する番組コンテンツと当該番組コンテンツの番
組情報とを含む放送信号を受信して、当該放送信号に基づいて、視聴用に選択された一の
番組コンテンツを表示部１０４ａに表示させるとともに、放送信号に含まれる番組情報の
うち、表示部１０４ａに表示されている番組コンテンツに関連する番組関連情報を所定の
第１通信ネットワークＮ１を介して携帯端末２に送信する。携帯端末２は、テレビジョン
受像機１から送信された番組関連情報を受信して、当該番組関連情報を表示部２０４に表
示させる。
　従って、視聴者がテレビジョン受像機１を用いて現在視聴中の番組コンテンツの番組関
連情報を確認したい場合などに、テレビジョン受像機１から番組関連情報を携帯端末２に
送信することで、視聴者が携帯端末２の表示部２０４を視認することによって当該番組関
連情報を視聴者に確認させることができる。よって、番組関連情報の表示のために、当該
テレビジョン受像機１の表示画面に表示されている主映像を縮小したり、当該主映像に番
組関連情報を重畳して表示する必要がなくなる。
　これにより、視聴者が複数いる場合であっても、テレビジョン受像機１の表示画面に表
示される主映像に影響を与えることなく、各視聴者に対して所望の情報を個別に提供する
ことができる。
　特に、テレビジョン受像機１に表示中の番組コンテンツに関連する番組関連情報の表示
部１０４ａにおける表示が禁止されている場合であっても、当該番組関連情報を所定の第
１通信ネットワークＮ１を介して携帯端末２に送信して、携帯端末２の表示部２０４に表
示させることができるので、テレビジョン受像機１の表示画面に表示される番組コンテン
ツの主映像を視認したい視聴者や、当該番組コンテンツに関連する番組関連情報を確認し
たい視聴者の各々に対して所望の情報を個別に提供することができる。
【００９３】
　また、テレビジョン受像機１は、出力制御部１０３により表示部１０４ａに表示されて
いる番組コンテンツに対応するチャンネルが切り換えられる毎か、或いは、番組コンテン
ツが変更される毎か、或いは、所定時間が経過する毎か、或いは、携帯端末２側からの送
信要求がある毎に、番組関連情報を携帯端末２に送信するので、視聴者に対する番組関連
情報の提供タイミングを十分に確保することができ、視聴者にとって使い勝手の良いテレ
ビジョンシステムを提供することができる。
　さらに、テレビジョン受像機１が複数の携帯端末２、…と接続されている場合には、こ
れら複数の携帯端末２、…の全てに番組関連情報を送信するので、複数の視聴者の各々に
対して番組関連情報を提供することができる。
　このとき、複数の携帯端末２、…の各々の表示制御部２０５は、ユーザによる所定操作
に基づいて、それぞれの第１通信制御部２０２により受信された番組関連情報を表示させ
るか否かを切り替えることができるので、テレビジョン受像機１の表示画面に表示される
主映像に影響を与えることなく、番組関連情報を所望する視聴者にのみ当該情報を個別に
提供することができる。
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【００９４】
　また、ユーザによる所定操作に基づいて、複数のテレビジョン受像機１、…の中から番
組関連情報を受信する一のテレビジョン受像機１を指定することで、番組関連情報を取得
したいテレビジョン受像機１、即ち、何れのテレビジョン受像機１で表示している番組コ
ンテンツに係る番組関連情報を取得するのかを視聴者に選択させることができる。これに
より、一の携帯端末２と所定の第１通信ネットワークＮ１を介して接続可能なテレビジョ
ン受像機１が複数あっても、各テレビジョン受像機１の表示内容を確認した視聴者が確実
に所望の番組関連情報を取得することができる。
【００９５】
　さらに、携帯端末２は、番組関連情報に基づいて、テレビジョン受像機１の出力制御部
１０３により表示部１０４ａに表示されている番組コンテンツに係るコンテンツ情報をサ
ーバ３の記憶部３０２から取得することができる。具体的には、番組関連情報に含まれる
コンテンツ情報を指示する指示情報（例えば、チャンネル情報）に基づいて、コンテンツ
情報をサーバ３の記憶部３０２から取得する。より具体的には、サーバ３の記憶部３０２
には、複数の番組コンテンツの各々に対応させてコンテンツ情報が複数記憶され、携帯端
末２は、番組関連情報に含まれる指示情報に基づいて、記憶部３０２に記憶されている複
数のコンテンツ情報の中から、テレビジョン受像機１の出力制御部１０３により表示部１
０４ａに表示されている番組コンテンツに係るコンテンツ情報を取得する。そして、携帯
端末２は、取得したコンテンツ情報を表示制御部２０５に表示させる。
　従って、テレビジョン受像機１から取得した番組関連情報に各種のコンテンツ情報が含
まれていない場合であっても、サーバ３から所望の番組コンテンツに係る各種のコンテン
ツ情報を取得することができ、視聴者に対して所望のコンテンツ情報を提供することがで
きる。
【００９６】
　また、サーバ３の記憶部３０２に、各種コンテンツの代わりに、所定の第３通信ネット
ワーク（例えば、インターネット）における当該各種コンテンツの格納場所を示すアドレ
ス情報が記憶されている場合であっても、携帯端末２は、番組関連情報に含まれる指示情
報と対応付けられているアドレス情報をサーバ３から取得し、当該アドレス情報に基づい
て、所定の第３通信ネットワークにアクセスしてコンテンツ情報を取得することができる
ので、視聴者は所望の番組コンテンツに係る各種のコンテンツ情報を提供することができ
る。
【００９７】
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されることなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲
において、種々の改良並びに設計の変更を行っても良い。
　例えば、携帯端末２と第２通信ネットワークＮ２を介して接続されたサーバ３を備える
ようにしたが、必ずしもサーバ３を備える必要はなく、サーバ３を備えるか否かは適宜任
意に変更することができる。
【００９８】
　また、上記実施形態にあっては、テレビジョン受像機１の出力制御部１０３により表示
部１０４ａに表示されている番組コンテンツに関連する番組関連情報、即ち、現在視聴中
の番組に関連する番組関連情報を携帯端末２に対して送信するようにしたが、当該番組関
連情報に加えて表示部１０４ａに表示されていない番組、所謂、裏番組の番組関連情報を
携帯端末２に対して送信するようにしても良い。
【００９９】
　さらに、テレビジョンシステム１００の構成は、上記実施形態に例示したものは一例で
あり、これに限られるものではなく、本発明の特徴を逸脱しない範囲で適宜任意に変更す
ることができる。また、同様に、テレビジョン受像機１や携帯端末２の構成も一例であっ
てこれに限られるものではなく、適宜任意に変更可能である。
【符号の説明】
【０１００】
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１００　　テレビジョンシステム
１　　　　テレビジョン受像機
１０１　　チューナ
１０３　　出力制御部
１０４ａ　表示部
１０７　　通信制御部
２　　　　携帯端末
２０２　　第１通信制御部
２０３　　第２通信制御部
２０４　　表示部
２０５　　表示制御部
２０７　　操作入力部
２０８　　中央制御部
３　　　　サーバ
３０２　　記憶部
Ｎ１　　　第１通信ネットワーク
Ｎ２　　　第２通信ネットワーク

【図１】 【図２】
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